
令 和 7 年 第 2 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 3 月 1 2 日 ）

稲 村  雅 司  議 員 P 7℡ 0 9 0 -9 4 0 4 -6 3 8 2

❶ 防 犯 灯 の L E D 化 と ソ ー ラ ー 化 に つ い て

❷ 漁 港 近 く の 運 動 場 ト イ レ の 目 的 外 利 用 と 観 光 マ ナ ー
　 に つ い て

❸ 水 難 事 故 予 防 の 取 り 組 み に つ い て

新 城  哲  議 員 P 1 2℡ 0 9 0- 6 8 6 4- 5 1 1 0

❶ 施 政 方 針 か ら 地 域 福 祉 の 推 進 に つ い て

❷ 施 政 方 針 か ら 農 業 の 振 興 に つ い て

❸ 施 政 方 針 か ら 観 光 業 の 振 興 に つ い て

❹ 施 政 方 針 か ら 雇 用 の 促 進 に つ い て

當 山  直 彦  議 員 P 1 7℡ 0 9 0 -1 9 4 5 -6 0 7 4

❶ 訪 問 介 護 事 業 所 閉 所 に よ る 福 祉 問 題 に つ い て

❷ 介 護 ・ 福 祉 職 の 人 材 不 足 に つ い て

❸ 課 題 解 決 に む け た 具 体 的 取 り 組 み に つ い て

比 嘉  秀 康  議 員 P 1 8℡ 0 8 0 -6 4 9 0 -5 6 5 8

❶ 山 田 小 学 校 の プ ー ル 跡 地 の 活 用 法 に つ い て

❷ 産 業 ま つ り の ホ テ ル ・ カ レ ー フ ェ ス タ に つ い て

❸ 不 法 投 棄 に つ い て

❹ パ ー ク ゴ ル フ 場 の 建 設 に つ い て

大 城  堅 三  議 員 P 1 9℡ 9 6 6 -2 3 9 3

❶ 水 産 業 の 振 興 に つ い て

❷ S D G s 未 来 都 市 に つ い て

❸ 行 財 政 運 営 で の 財 政 基 盤 の 強 化 に つ い て

❹ 施 政 方 針 の 各 施 策 に つ い て

山 田  政 幸  議 員 P 1 3℡ 9 6 7 -8 4 8 5

❶ 県 道 1 0 4 号 線 、 及 び 村 道 沿 い の 危 険 木 つ い て

❷ 喜 瀬 武 原 小 中 学 校 跡 地 利 用 計 画 に つ い て

❸ バ ス 系 統 ７ ７ 番 線 の 減 便 、 ル ー ト 短 縮 に つ い て

佐 渡 山  明  議 員 P 1 5℡ 9 6 6 -2 4 4 3

❶ 修 学 旅 行 費 の 無 償 化 に つ い て

❷ 恩 納 村 環 境 整 備 事 業 に つ い て

大 城  節 子  議 員 P 1 6℡ 9 6 5 -3 1 9 7

❶ 幼 児 健 診 の 視 力 検 査 に つ い て

❷ 避 難 道 路 に つ い て

❸ 仲 泊 南 交 差 点 の 信 号 機 に つ い て

❹ ト イ レ の 付 帯 設 備 に つ い て

大 城  保  議 員 P 1 4℡ 9 6 4 -3 8 4 1

❶ 地 域 お こ し 協 力 隊 に つ い て

❷ 交 通 安 全 対 策 に つ い て

❸ 各 字 へ の 補 助 金 に つ い て

當 山  達 彦  議 員 P 8℡ 9 6 6 -2 1 6 4

❶ 海 岸 漂 流 物 に つ い て

❷ 恩 納 村 最 終 処 分 場 の 現 状 に つ い て

❸ 定 住 促 進 事 業 に つ い て

安 里  周 作  議 員 P 9℡ 9 6 6 -8 3 5 2

❶ 本 村 の 「 沿 道 除 草 対 策 事 業 」 と 沖 縄 県 の 「 ~ 美 ら 島
　 沖 縄 ~ 花 と 樹 木 の 沿 道 景 観 計 画 」 に つ い て

❷ 農 業 政 策 に つ い て

❸ 社 会 福 祉 協 議 会 訪 問 介 護 閉 鎖 に つ い て

宮 﨑  匠  議 員 P 1 0℡ 0 9 0 -9 7 8 3 -4 6 2 4

❶ オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム の 現 状 か ら 考 え る 宿 泊 税 （ 観 光
　 目 的 税 ） の 使 途 に つ い て

❷ 空 き 家 の 利 活 用 等 の 定 住 促 進 策 に つ い て

❸ 行 政 区 運 営 補 助 金 の 増 額 に つ い て

❹ 若 手 漁 業 者 に お け る バ ー ス （ 船 の 停 泊 場 所 ） 不 足 に
　 つ い て

❺ 官 民 連 携 に よ る 独 立 し た シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の
　 設 置 に つ い て

亀 谷  梢  議 員 P 1 1℡ 9 6 6 -2 1 1 5

❶ 学 校 施 設 及 び 通 学 路 の 安 全 管 理

❷ 職 員 の 連 携 と 意 識 の あ り 方

❸ 防 災 グ ッ ズ （ 持 ち 出 し 袋 ） の 状 況

令 和 7 年 第 2 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 3 月 1 3 日 ）

令 和 7 年 第 2 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 3 月 1 4 日 ）

6 月 定 例 会 開 会 は 、6 月 4 日 （ 水 ） を 予 定 し て い ま す 。令 和 7 年 第 3 回 6 月 恩 納 村 議 会 定 例 会 の ご 案 内
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漁 港 近 く の 運 動 場 ト イ レ の 目的 外 利 用 と 観 光 マ ナ ー に つ い て
総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 避 難 所 の ソ ー ラ ー 化 は 、  国 の 事 業 もう ま く 活 用 で き れ ば と 考 え て い ま す 。街 路 灯 の ソ ー ラ ー 化 に つ い て も 器 材性 能

の 確 認 を 踏 ま え 新 年 度 で 実 証 的

に や  っ  て い く こ と を 考 え て い ま す 。  災 害時 は 、  停 電 も 想 定 さ れ る た め ソ ー ラ ーバ  ッ テ リ ー の 防 犯 灯 は 有 効 か と 考 え てい ま す 。

稲 村  雅 司  議 員

防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 と ソ ーラ ー 化 に つ い て
Ｌ Ｅ Ｄ へ の 登 録 変 更 に か か る 費用 を 現 在 の 事 業 に 充 て れ な い か 、ま た 電 気 料 の 財 政 的 支 援 が で きな い か 。停 電 時 で も ス ム ー ズ な 災 害 対 応を 行 え る よ う に ソ ー ラ ー 化 し た街 路 灯 や 防 犯 灯 を 設 置 し て は どう か 。 総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 過 去 に 蛍 光 灯 の 防 犯 灯 が 多 数 設 置 済み で あ る こ と を 踏 ま え る と 変 更 申 請 に多 額 の 費 用 が 必 要 で あ り 自 治 会 負 担 も厳 し い も の が あ る か と 考 え る 。  質 問 の 変更 登 録 申 請 費 用 に 充 て る こ と が で き ない か 、  ま た 電 気 料 金 の 財 政 的 支 援 に  つ いて は 各 自 治 会 の 状 況 を 詳 し く 確 認 し た上 で 検 討 し て い き た い と 考 え て い ま す 。

多 言 語 化 し た 注 意 喚 起 パ ネ ル をつ く っ て 各 場 所 に 設 置 し て は どう か 。社 会 教 育 課 長

 （ 山 田

 俊 幸 ）

　 真 栄 田 漁 港 並 び に 恩 納 漁 港 も 多 言 語の 看 板 を 設 置 し 注 意 喚 起 を 促 し て い きた い と 考 え て い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 瀬 良 垣 漁 港 、  前 兼 久 漁 港 に  つ い て も 多言 語 対 応 の 禁 止 行 為 を 示 し た 看 板 を 設置 し 適 正 な 利 用 に 向 け た 対 応 が 必 要 と考 え て い ま す 。

水 難 事 故 予 防 の 取 り 組 み につ い て
水 難 事 故 防 止 の 取 り 組 み は 。総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 注 意 看 板 の 設 置 ま た 、  石 川 地 区 恩 納水 難 事 故 防 止 推 進 協 議 会 に お い て 、  水 難事 故 防 止 の た め の 啓 蒙 活 動 、  危 険 箇 所 の調 査 等 を 実 施 し て い ま す 。

次 年 度 の オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム の未 然 防 止 抑 制 に よ る 持 続 可 能 な観 光 推 進 事 業 を ど の よ う に 進 めて い く か 。商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 令 和 ７ 年 度 で は 、  真 栄 田 岬 周 辺 活 性 化施 設 の 適 正 利 用 を 主 に 駐 車 場 利 用 に つい て ル ー ル の 厳 格 化 を 協 議 し 適 正 利 用を 図 る こ と 。  環 境  へ  の 負 担 軽 減 を 推 進 する た め エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進 法 活 用 に 向け 協 議 会 を 設 置 し 運 営 体 制 の 確 立 、  実態 把 握 調 査 、  全 体 構 想 の 策 定 、  関 係 者 への 周 知 に 取 り 組 み な が ら 令 和 ８ 年 度 にか け て 環 境 大 臣  へ  の エ  コ ツ ー リ ズ ム 全 体構 想 認 定 の 申 請 に 取 り 組 む 予 定 と な  って い ま す 。  認 定 を 受 け た 後 は 、  エ コ ツ ーリ ズ ム 推 進 法 に 基 づ き 海 域 等 に お け る利 用 ル ー ル を 定 め 、  関 係 者  へ  の 理 解 を 求め な が ら 運 用 す る こ と を 考 え て い ま す 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 村 管 理 の 海 浜 公 園 は 、  水 難 事 故 防 止看 板 や 遊 泳 区 域 指 定 及 び 危 険 生 物 侵 入防 止 ネ  ッ ト の 設 置 と と も に 監 視 員 を 配置 、  真 栄 田 岬 周 辺 活 性 化 施 設 に お い て も水 難 事 故 防 止 看 板 を 設 置 し 、  ど ち ら も荒 天 時 の 入 水 制 限 等 に よ る 注 意 喚 起 を行  っ  て い ま す 。  沖 縄 県 の 安 全 啓 発 ツ ー ルの 周 知 広 報 を 村 観 光 協 会 及 び 村 マ リ ンレ ジ ャ ー 協 会 へ 周 知 し 併 せ て 村 ホ ー ムペ ー ジ で 発 信 し て い ま す 。  今 年 度 、  日 本ラ イ フ セ ー ビ ン グ 協 会 の 事 業 で 自 然 海岸 の 離 岸 流 を 検 知 す る カ メ ラ を 活 用 し

観 光 マ ナ ー 啓 発 の パ ン フ レ ッ トを 提 案 し た が 進 捗 状 況 は 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 審 議 会 な ど の 会 議 を 経 て 行 う 必 要 があ る と 判 断 し 、  今 年 度 は 事 業 を 見 送 って い ま す 。  次 年 度 予 定 し て い る オ ーバ ー ツ ー リ ズ ム 抑 制 対 策 協 議 会 の 中 でマ ナ ー パ ン フ レ  ッ ト に つ い て も 協 議 し 作成 に  つ な げ ら れ た ら と 考 え て い ま す 。

た  「 海 辺 の 見 守

り シ ス テ ム 」  を 恩 納 村 に

設 置 。  本 格 的 に 運 用 さ れ る 見 込 み で す 。県 の 事 業 に お い て 、  恩 納 村 を 中 心 と し た巡 回 形 式 に よ る 海 浜 利 用 者 へ  の 安 全 講習 が 通 年 で 実 施 さ れ て い ま す 。  沖 縄 県 ライ フ セ ー ビ ン グ 協 会 は 、  日 本 で 初 の 機 動救 難 所 と し て 認 定 さ れ 、  事 故 発 生 時 に 公的 機 関 と 連 携 を 取 る こ と が で き る た め 、恩 納 村 が 調 整 役 を 担 い 消 防 組 合 と の 連絡 手 段 を 確 立 し 、  事 故 発 生 時 に は 連 絡を 取 り 合 い 、  協 力 し て 事 態 の 解 決 に 当 たる こ と と し て い ま す 。
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